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「
何
歳
ま
で
生
き
た
い
で
す
か
」
と
三
十
歳
か
ら
七
十
五
歳
の
人
に
聞
く
と

「
百
歳
以
上
」
と
答
え
た
人
は
一
割
だ
っ
た
と
い
う
調
査
が
あ
り
ま
す
。「
健
康

な
ら
百
歳
も
い
い
け
れ
ど
…
」
と
は
思
い
ま
す
よ
ね
。
百
歳
以
上
の
人
を
「
百

寿
者
（
セ
ン
テ
ナ
リ
ア
ン
）」
と
呼
び
ま
す
。
五
百
人
以
上
の
百
寿
者
・
超
百

寿
者
と
会
っ
た
百
寿
者
研
究
者
の
権
藤
恭
之
教
授
の
著
書
「
百
歳
は
世
界
を
ど

う
見
て
い
る
の
か
」
を
読
み
ま
し
た
。「
百
歳
は
幸
せ
か
」「
幸
せ
な
百
歳
に
な

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
を
様
々
な
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
考
え
る
内
容

で
す
が
、
興
味
深
い
の
は
百
寿
者
の
幸
福
感
に
大
き
く
関
係
す
る
「
老
年
的
超

越
」
と
い
う
心
の
変
化
で
す
。
著
者
は
こ
れ
を
「
歳
を
取
る
に
従
い
、
世
界
を

理
解
す
る
枠
組
み
の
考
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
」
こ
と
と
説
明
し
、
象
徴
的
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
あ
る
女
性
の
書
初
め
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

九
十
三
歳
「
人
生
健
康
第
一
」、
百
四
歳
「
一
日
一
善
」
そ
し
て
百
五
歳
で

は
「
願
（
う
）
世
界
平
和
」
と
関
心
が
自
分
か
ら
社
会
そ
し
て
世
界
に
広
が
っ

て
い
く
の
が
分
か
り
ま
す
。
脳
科
学
者
の
黒
川
伊
保
子
さ
ん
は
著
書「
成
熟
脳
」

で
、
成
熟
し
た
脳
は
九
十
歳
を
前
に
脳
梁
の
形
状
が
変
化
し
世
界
の
見
え
方
を

劇
的
に
変
え
る
と
書
い
て
お
り
老
年
的
超
越
と
の
関
係
を
伺
わ
せ
ま
す
。
朝
ド

ラ
「
あ
ん
ぱ
ん
」
モ
デ
ル
の
や
な
せ
た
か
し
さ
ん
の
名
言
「
人
生
、
九
十
歳
か

ら
お
も
し
ろ
い
！
」
も
同
様
で
す
。
権
藤
教
授
は
、
老
年
的
超
越
と
は
「
健
康

で
な
い
」「
自
立
し
て
い
な
い
」
こ
と
で
不
幸
を
感
じ
る
こ
と
は
な
く
、
自
分

自
身
の
あ
る
が
ま
ま
の
状
態
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
幸
福
感
を
感
じ
る
こ
と

（
つ
ま
り
レ
ッ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ゴ
ー
！
で
す
）。

　

ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
が
理
想
だ
が
誰
か
に
頼
っ
て
フ
ニ
ャ
フ
ニ
ャ
ス
ル
リ
も
悪

く
な
い
。
超
高
齢
者
は
自
分
が
信
頼
で
き
る
人
と
一
緒
に
安
心
で
き
る
場
所
に

い
る
こ
と
で
幸
せ
を
感
じ
る
。
こ
れ
は
家
族
・
親
戚
で
も
親
し
い
友
人
や
介
護

関
係
者
で
あ
っ
て
も
よ
く
、
そ
の
場
所
は
家
で
も
施
設
で
も
病
院
で
も
構
わ
な

い
の
だ
と
結
論
づ
け
ま
す
。
超
高
齢
社
会
・
人
生
百
十
年
時
代
を
迎
え
誰
も
が

百
歳
の
幸
福
を
考
え
る
時
が
き
て
い
ま
す
。
百
歳
超
え
た
ら“

レ
ッ
ト
・
イ
ッ

ト
・
ゴ
ー
！”

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

名
古
屋
市
会
議
員

た  

な  

べ     

雄　
一

取
締
役
営
業
部
長

堀　
江　
　
　
勝

株
式
会
社
真
永
通
商

代
表
取
締
役
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残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
残
暑
が
長
く
な
り
、

気
候
変
動
の
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
年
度
の
後
半
戦

も
真
永
グ
ル
ー
プ
は
、
元
気
に
皆
様
と
共
に
力
強
く

前
進
し
て
参
り
ま
す
！
上
半
期
は
、
賃
貸
管
理
物
件

の
ご
依
頼
を
多
く
頂
き
、
新
し
い
出
会
い
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
事
業
に
出
会
い
と
別
れ
は
つ
き
も
の

で
す
。
一
期
一
会
を
大
切
に
し
て
悔
い
の
な
い
お
付

き
合
い
を
心
掛
け
、
今
後
も
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
け

る
よ
う
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

躍
動
す
る
不
動
産
夏
の
陣

上
期
の
個
人
業
績
達
成
者
は
累
計
五
名
！

不
動
産
事
業
部
は
「
営
業
職
」
で
あ
り
、「
成
約
率
の

高
い
人
材
」
が
必
要
で
す
。そ
し
て
少
な
い
情
報
源
で

も
成
果
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
技
は
「
誠
実
」

で
す
。四
十
七
年
間
継
続
で
き
た
の
は
、総
じ
て
こ
の

「
業
績
魂
」
を
社
員
が
身
に
付
け
た
か
ら
で
す
。「
魂
」

を
見
つ
け
る
に
は
、
成
果
が
出
な
い
時
に
も
、
目
標

達
成
が
絶
対
必
要
な
ん
だ
と
考
え
、
自
ら
を
鼓
舞
さ

せ
る
ポ
イ
ン
ト
を
掴
む
事
で
す
。
年
間
達
成
の
目
標

に
更
に
前
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 「

基
礎
控
除
の
見
直
し
に
つ
い
て
」

新
入
社
員
紹
介

「
百
歳
超
え
た
ら"

レ
ッ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ゴ
ー"

」

松
永
英
希
税
理
士
事
務
所

松　
永　
英　
希

賃
貸
斡
旋
課

　

令
和
七
年
度
税
制
改
正
で
所
得
税
の
基
礎
控
除
に
つ
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
所
得
税
の
基
礎
控
除
の
見
直
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回

の
改
正
で
、
所
得
税
の
基
礎
控
除
の
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
世
帯
に
よ
り
二

万
円
〜
四
万
円
ほ
ど
の
減
税
の
恩
恵
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
は
従
来
の

百
三
万
円
の
壁
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
百
六
十
万
円
の
壁
に
な
り
ま
す
。
現
状
の

制
度
で
は
、
百
三
万
円
を
超
え
た
収
入
が
あ
る
と
所
得
税
の
納
税
義
務
が
発
生

し
ま
す
が
、
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
令
和
七
年
以
降
は
課
税
最
低
限
が
百
六
十

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
年
収
が
百
六
十
万
円
を
超
え
る
場
合
、
年
収
金

額
に
応
じ
て
基
礎
控
除
額
は
段
階
的
に
減
少
し
ま
す
。
基
礎
控
除
と
は
、
総
所

得
か
ら
課
税
対
象
に
あ
た
ら
な
い
も
の
と
し
て
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
る
金
額

で
す
。
合
計
所
得
金
額
が
百
三
十
二
万
円
以
下
〜
六
百
五
十
五
万
円
以
下
の
場

合
、
令
和
七
〜
八
年
の
限
定
措
置
と
し
て
収
入
別
に
一
定
の
控
除
額
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
五
十
八
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
三
十
七
万
円
、
三
十
万
円
、
十
万
円
、

五
万
円
を
加
算
し
た
九
十
五
万
円
、
八
十
八
万
円
、
六
十
八
万
円
、
六
十
三
万

円
が
基
礎
控
除
に
な
り
ま
す
。
令
和
九
年
以
降
に
は
、
基
礎
控
除
が
一
律
五
十

八
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
七
年
度
税
制
改
正
で
創
設
さ
れ
る
新
た
な
制
度
に
「
特
定
親
族
特
別
控

除
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
十
九
歳
か
ら
二
十
二
歳
ま
で
の
子
を
持
つ
親

の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で
、
現
行
の
「
特
定
扶
養
控
除
」
と
併
せ
て
利
用
で

き
る
も
の
で
す
。「
特
定
扶
養
控
除
」
は
、
そ
の
年
収
上
限
は
百
三
万
円
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
七
年
か
ら
年
収
上
限
が
百
五
十
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。
親
は
子
の
年
収
が
百
五
十
万
円
ま
で
で
あ
れ
ば
「
特
定
扶
養
控

除
」と
同
じ
六
十
三
万
円
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。子
に
と
っ

て
は
税
負
担
な
く
働
け
る
枠
が
増
え
、
親
の
税
負
担
を
気
に
す
る
必
要
も
な
く

な
り
ま
す
。
百
五
十
万
円
超
〜
百
八
十
八
万
円
以
下
の
年
収
が
あ
る
場
合
、
控

除
額
を
段
階
的
に
減
額
さ
れ
、
百
八
十
八
万
円
を
超
え
る
と
控
除
額
が
ゼ
ロ
に

な
り
ま
す
。
パ
ー
ト
で
働
く
妻
を
扶
養
す
る
世
帯
の
税
負
担
を
軽
減
す
る
制
度

「
配
偶
者
控
除
」
が
改
正
さ
れ
、
配
偶
者
の
年
収
上
限
が
百
三
万
円
か
ら
百
二

十
三
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。妻
の
年
収
が
百
六
十
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、

夫
に
恩
恵
が
あ
り
ま
す
。
百
二
十
三
万
円
を
超
え
た
場
合
に
は
「
配
偶
者
特
別

控
除
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
妻
の
年
収
が
百
六
十
万
円
ま
で
な
ら
、
夫
は

「
配
偶
者
控
除
」
と
同
じ
三
十
八
万
円
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
妻
の
年
収

が
百
六
十
万
円
を
超
え
た
場
合
は
、
二
百
一
・
六
万
円
未
満
ま
で
控
除
額
を
段

階
的
に
減
少
す
る
こ
と
で
夫
の
手
取
り
が
急
激
に
減
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
夫
の
扶
養
者
の
合
計
所
得
金
額
が
九
百
万
円
を
超
え
る
と

配
偶
者
特
別
控
除
の
控
除
額
は
少
な
く
な
り
、
一
千
万
円
を
超
え
る
と
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

加　
藤　
昌　
樹

あ
り
の
ま
ま
で
！

110年

清
須
市
の
高
齢
者
施
設

　

 

平
成
二
十
五
年
九
月
、清
須
市
に
居
室
四
十
室
の
鉄
骨
造
三
階
建
て
の
高
齢
者
施
設
を
建

設
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

築
十
二
年
が
た
ち
、
外
壁
塗
装
及
び
屋
上
防
水
工
事
の
ご
依
頼
を
頂
き
、
経
年
劣
化
に
よ

る
外
壁
の
ひ
び
割
れ
、
は
が
れ
を
補
修
し
外
壁
を
塗
替
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
漏
水
被
害

が
起
こ
る
前
に
早
目
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
こ
と
で
建
物
を
綺
麗
に
長
持
ち
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

長
い
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
信
条
】　

心
と
体
を
健
康
に

【
趣
味
】　

登
山
・
城
め
ぐ
り
・
プ
ロ
野
球
観
戦

【
資
格
】　

宅
地
建
物
取
引
士

　
　
　
　
２
級
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
能
士

お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
誠
心
誠

意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
お
気
軽
に
何
で
も
ご
相

談
し
て
下
さ
い
。

高
齢
者
住
宅
課

川　
上　
　

  

修【
信
条
】　

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
す
る
こ
と

【
趣
味
】　

音
楽
鑑
賞

【
資
格
】　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程 

修
了

関
わ
る
方
々
に
ご
満
足
頂
け
る
よ
う
、
真
摯
に
仕

事
に
向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

賃貸斡旋課高齢者住宅課
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以
前
本
誌
で
も
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
弊
社
所
有
物

の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
売
却
出
来
ま
し
た
。
当
マ
ン
シ
ョ
ン
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
ま
す
。

　

今
年
の
七
月
よ
り
ト
カ
ラ
列
島
近
海
で
続
く
活
発
な
地
震

活
動
に
加
え
、
先
月
三
十
日
に
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
で
も
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
七
と
大
き
な
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
地
震
に
よ
り
日
本
で
も
津
波
警
報
が
出
さ
れ
る
等
、
大
き

な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
地
震
の
備
え

に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

地
震
の
際
、
大
事
な
事
は
❶「
ま
ず
命
を
守
る
」❷
地
震
後
で

も
「
普
段
と
同
じ
生
活
を
守
る
」❸「
自
身
の
生
活
に
あ
っ
た

備
え
を
す
る
」
の
三
つ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
お
住
ま
い
の
方
は
❶「
消
防
設
備

（
消
火
器
設
置
場
所
、
誘
導
灯
（
二
十
四
時
間
点
灯
）、
非
常

灯
（
非
常
時
点
灯
）
等
）
に
不
備
は
無
い
か
」❷「
避
難
経
路

に
障
害
物
は
無
い
か
」
❸「
避
難
場
所
は
決
ま
っ
て
い
る
か
」

等
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
に
続
き
大
好
評
だ
っ
た
【
住
宅
省
エ
ネ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】
が
今
年
最
終
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
補
助
金
を
利
用
し
て
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
補
助
金
は
、
二
〇
五
〇

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、
家

庭
部
門
の
省
エ
ネ
化
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め

に
国
が
推
し
進
め
る
補
助
事
業
で
す
。
壁
や
窓

の
断
熱
改
修
や
住
宅
設
備
機
器
な
ど
の
住
宅
の

　

毎
年
五
月
十
五
日
・
十
六
日
に
、
弊
社
近
く
の
「
名
古

屋
総
鎮
寺
若
宮
八
幡
社
」
で
行
わ
れ
る
お
祭
り
は
、
三
百

五
十
年
の
歴
史
を
感
じ
る
趣
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
山
車

は
修
復
中
と
の
こ
と
で
少
し
寂
し
い
感
じ
も
し
ま
し
た
が

地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
て
頂

き
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

令
和
七
年
六
月
七
日

　

環
境
デ
ー
と
し
て
六
月
第
一
土
曜
日
に
各
地
で
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
勿
論
、弊
社
社
員
も
、

毎
年
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
清
掃
活
動

を
し
て
地
域
の
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

綺
麗
な
地
球
、綺
麗
な
日
本
、綺
麗
な
名
古
屋
に
し
た
い
な
ぁ

〜
と
思
い
ま
し
た
。

売
買
流
通
課

武　
村　
真　
一

建
築
工
務
課

亀　
井　
良　
二

売
買
事
例
報
告

命
を
守
る
災
害
対
策

補
助
金
を
利
用
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム

賃
貸
管
理
課 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
係

早　
川　
祥　
司

名
古
屋
三
大
祭
　「
若
宮
祭
り
」

全
市
一
斉
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

過
去
に
見
学
さ
れ
た
お
客
様
は
駐
車
場
の
確
保
が
出
来

な
い
と
の
理
由
で
購
入
見
送
り
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
今

回
ご
購
入
さ
れ
た
お
客
様
は
メ
リ
ッ
ト
を
重
視
さ
れ
た
結

果
、
駐
車
場
は
徒
歩
十
五
分
程
の
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
に
決
済
の
直
前
に
マ
ン
シ
ョ

ン
前
の
空
地
が
駐
車
場
と
し
て
募
集
が
あ
っ
た
の
で
最
寄

り
の
駐
車
場
が
確
保
で
き
た
と
の
事
で
す
。
ま
た
、
当
マ

ン
シ
ョ
ン
の
隣
地
は
山
林
の
た
め
、
夏
は
セ
ミ
の
鳴
き
声

が
響
き
渡
り
、
冬
は
落
ち
葉
が
ル
ー
フ
テ
ラ
ス
の
排
水
口

に
溜
ま
り
ま
す
の
で
、
そ
の
あ
た
り
も
丁
寧
に
ご
説
明
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
案
内
前
に
は
必
ず
事
前
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
す

ぐ
に
で
も
住
め
る
状
態
に
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
見
学
さ

れ
た
お
客
様
は
皆
様
「
綺
麗
！
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

だ
け
た
の
で
や
り
が
い
は
あ
り
ま
し
た
。

ご
購
入
さ
れ
た
お
客
様
は
、
ル
ー
フ
テ
ラ
ス
で
ご
家
族
や

ご
友
人
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
ゴ
ム
プ
ー
ル
で
お

子
様
と
遊
ん
だ
り
、
お
子
様
が
居
室
内
を
走
り
回
っ
て
も

良
い
よ
う
に
段
差
を
無
く
す
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
た
り
、

や
り
た
い
こ
と
が
沢
山
お
あ
り
で
す
。

　

お
客
様
に
と
っ
て
は
一
生
に
一
度
の
大
き
い
買
物
に
な

り
ま
す
の
で
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
か
か
り
ま
す
が
、
夢
の

あ
る
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【新築時期】昭和57年11月22日　【専有面積】106.62㎡
【専用ルーフテラス】66.51㎡　【専用物置】1.51㎡

物件名：東山台スカイマンション

間取図

眺望 ルーフテラス

　

災
害
対
策
に
お
い
て
一
番
大
切
な
こ
と
は
「
頑
丈
な
物
を

盾
に
身
を
守
る
」
を
記
憶
の
片
隅
に
置
い
て
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。

建
物
の
ご
不
安
事
や
「
大
丈
夫
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
、
お

気
軽
に
当
社
ま
で
ご
相
談
、
ご
連
絡
下
さ
い
。
賃
貸
管
理
課

は
、
皆
様
の
安
心
、
安
全
を
守
る
事
を
使
命
と
し
て
い
ま
す

の
で
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
寄
り
添
い
、
お

客
様
第
一
主
義
で
対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

若宮祭り

いまがいまが
２階洋室南東 １階和室東

省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
等
に
対
し
て
最

大
五
〇
％
相
当
還
元
さ
れ
る
期
間
限

定
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
昨
年
度

の
実
績
で
は
、
二
重
窓
の
ご
要
望
が

多
く
、
室
内
の
環
境
が
改
善
さ
れ
た

と
喜
び
の
声
を
多
く
頂
き
ま
し
た
。

皆
様
も
是
非
、
こ
の
機
会
に
ご
検
討

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Y様　サッシ内窓工事 【工期】2025年7月25日

⚫電気代が安くなった ⚫冬は結露がなくなった
⚫騒音が気にならなくなった

メリットデメリット

① 

１００
㎡
超
の
広
々
と
し
た
居
室
ス
ペ
ー
ス

② 

６０
㎡
超
の
専
用
ル
ー
フ
テ
ラ
ス

③ 

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
並
み
の
眺
望
が
魅
力
で
す

① 

周
辺
道
路
は
坂
道
が
多
い

② 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
居
室
ま
で
約
４
階
分
の
階
段（
６６
段
）が
あ
る

③ 

敷
地
内
駐
車
場
の
引
継
ぎ
が
出
来
な
い
、

近
隣
駐
車
場
（
徒
歩
十
分
圏
内
）
に
空
き
が
無
い
。

とても暑い日でしたが
綺麗になって
嬉しかったです。


